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兵庫教育大学で学ぶ官学生の日本語学習と学習環境について
一我々の留学生はどこで何を学んでいるのか-
寺尾裕子
(兵庫教育大学)
1991年 5月1日現在の日本における情学生数は45，066名であったが、 2011年 5月1日現在では138，075名であり、この20年
同に 3倍以上に増加してきている。本学における自学牛一数は1991年5月1日現在で34名、 1992年5月1日現在で31名である。
一方、 2010年 5月1tJ現在では120名、 2011年 5月1tJ現在では98名と、同様に増加してきている。留学生のためのH本語
科目は新しいものに変わり、内容の明確化が行われたほか、新たに 2科目が開講され、 20年前に存在した学部レベルの学生
と大学院レベルの留学生が|ロjじ綬業をとるという問題は解決されたO それらのうち 1つは、 e-L巴arnmg科目である。交流協
定を結ぶ大学の増加に伴い、特別聴講学生が増加した。 2005年からはH本語・ H本土;化研修留学生プログラムによる国費留
学生の交け入れが始まった。それらの短期官学生の中から、大学院修士課程に進学するものが出てきている。官学'lは意識
的無意識的に JSL環境で円本語を学んでいると wえる。
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A Study on Japanese Language Learning and its Environment of 
Intemational Students at Hyogo University of Teacher Education: 
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University of Teacher Education? 
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The number of students from overseas is 45，066 as of恥1ay1， 1911， And the number of students from overseas is 138，075 
as of May 1， 2011. More than three tim巴sas many students have come to J apan to study during th巴 past20 y巴ars， Being 
linked with the condition， the number of the international students of our university has increased. The figure of出emterna-
tional students of our university is 34 and 31 as of May 1， 1991 and 1992 respectively. The figure of the international students 
of our university is 120 and 98 as of May 1， 2011 and 2012 respectively. Up to the present day， new subjects for international 
students have been begun and the content of each subjects have com巳tobe clear巳r. We can say that the problem in the past 
has been solv巴d，because one n巴wsubリectonly for graduate students has begun， while we had no Japanese class for graduate 
level 20 years ago. ln addition， one of the new subjects is a type of 'e-Learning' one. Since 2005， Japanese Language and 
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はじめに
筆者は渡遺(1993) において、本学在籍の留学生に対
する日本語教育の現状について論述した。そこでは、入
学時点での学習者の日本語能力、開講日本語科目、日本
語教育における到達目標、学習内容、教授法・教授技術
等が述べられており、 1982年から1992年までの11年間の
在籍留学生のデータも記載されている O それから20年の
歳月が経った現在、必要に応じて過去と比べながら、本
学で学ぶ留学生の日本語学習と学習環境についての現状
を明らかにすることが本稿の目的である O
1.わが国の留学生の現状
一般的に「留学生」とは、「出入国管理及ぴ難民認定
法」別表第 lに定める「留学jの在留資格(いわゆる
「留学ピザJ)により、我が国の大学(大学院を含む)に
おいて教育を受ける外国人学生のことを意味する O 行政
法人日本学生支援機構の2012年 1月の資料によると、
2011年5月1日現在の日本における留学生は、 138，075
人で、あり、その93.5%がアジアからの留学生である O 国-
地域別では、 I位が中国、 2位が韓国、 3位が台湾、 4
位がベトナムとなっており、上位の 3つで全留学生の
79.5%を占める O 専攻分野別留学生数を見ると、全留学
生のうち、教育分野は3，277人で、 2.4%である O
2.本学における留学生の現状
2011年5月1日現在、本学では学部に26名、大学院
(修士課程・博士課程)に72名、計98名の留学生が在籍
する O 表Iをからもわかるように、学部正規生は募集人
員が若干名となっているところからも、 4学年合わせて
も8名以下で推移している O 実際のところ学部レベルで
は、姉妹大学からの短期交換留学生が主であり、それに
若干の日本語・日本文化研修留学生が加わっているのが
現状である O
大学院レベルでは、修士課程に在籍する大学院生を主
としている O 私費研究留学生については、 2009年6月に
新たな決まりが設けられた O すなわち、研究生への応募
時の条件に、財団法人日本国際教育支援協会若しくは独
立行政法人国際交流基金による「日本語能力検定試験」
N 2 (2009年以前にあっては2級)以上の成績に関する
証明書又は独立行政法人日本学生支援機構による「日本
留学試験(日本語)Jの200点以上の成績に関する証明書
が加わったのである o 2010年5月1日現在では17名であ
るが、 2011年5月l日現在で5名、 2012年4月l日現在
で3名となっている O 国費の教員研修留学生(統計上は
大学院研究生扱い)の受け入れは1988年から始まり現在
も継続中で、 2011年5月l日現在で7名、 2012年4月l
日現在で5名在籍している O
表1外国人留学生の受け入れ状況(各年5月1日現在)
年!え 学部 特別 大苧院 計服講学今 修上 博上 附究牛ー
2002 8 10 8 13 7 46 
2003 6 1 12 9 12 50 
2004 7 10 17 9 7 50 
2005 5 13 13 9 1 51 
2006 6 14 18 10 1 59 
2007 υ F 23 19 14 10 71 
2008 3 20 16 13 26 78 
2009 2 26 39 13 34 114 
2010 3 24 56 1 26 120 
2011 4 22 48 8 16 98 
(総μI) 49 173 246 109 208 737 
(兵庫教育大学入試課 I大学案内.1(2002年~2011年参照。)
*なお、大学院俳究'*には、|玉|賓の「教員附修自学牛Jを合む。
3.本学留学生を取り巻く学習環境
浜田麻里・林さとこ・福永由佳・丈野峯子・宮崎妙子
(2006)のように、学習環境について、「学習者が会って
話をする、直に見る、あるいは電話やメールでやりとり
をするなど目に見える接触が行われているものを指す。
学習環境には対人環境と非対人環境の 2つがある。jと
する立場があるが、本稿においては、学習者が居住する
地域、学んでいる大学、学習者のための日本語学習の機
会としての留学生科目等を本学留学生を取り巻く「学習
環境jと捉え、それらを対象に分析し論を進める。
3.1大学の地理的環境
兵庫教育大学は兵庫県加東郡社町(現在の加東市)に
1978年に聞学し、現在は、学校教育学部と大学院学校教
育研究科(修士課程・専門職課程)および大学院連合学
校教育学研究科を有している O
加東市のホームページの情報によると、総面積は
157.49平方キロメートル、人口は、 3町(社町、滝野町、
東条町)合併で加東市となった2006年4月末では40，420
人で2012年4月末現在で、は40，155人で、ある。
兵庫県の播磨南東部に属し、田園風景が広がるところ
である O 市内を東西方向に中国自動車道が走っているが、
市内の公共交通機関は発達しておらず、市民生活には車
の使用が欠かせない。神戸方面、大阪方面からは高速パ
スなどの利用が必要で、近隣の都市から留学生が通学す
るのは簡単ではない。そのためほとんどの留学生が大学
敷地内にある国際交流会館、もしくは、学生宿舎に居住
し、大阪市内、神戸市内から通学するのは大学院生が若
干名である。
3.2目標言語環境
学習者が母語以外に身につけようとしている言語のこ
とを目標言語と言う O 学校教育の現場で、言語(国語)
の教授をする際、対象となる学習者は、日本語母語話者
を前提としている O 一方、日本語教育の現場の学習者は、
日本語非母語話者が前提である O もちろん、現在、学校
兵庫教育大学で学ぶ留学生の日本話学資と学省環境について 3 
教育機関に在籍するいわゆる帰国児童生徒といわれる学
習者への日本語教育も存在することは忘れてはならない。
日本語教育学において、外国語環境で目標言語である日
本語を学んで、いるのか、あるいは第二言語環境で学んで
いるかによって日本語教育の中身が異なるとする考え方
がある O いわゆる、 JFL (Japanese as a Foreign 
Language)環境と JSL(Japan巴seas a Second La昭 uag巴)
環境との違いである O ここでは、日本語学習の目的がす
ぐさま生活するための、生きるための言語でない場合と
ある場合の違いであると言える O 単純化すると、物理的
に日本国外での日本語学習環境と日本国内での日本語学
習環境との違いと考えることもできるだろう O 本学に在
籍する留学生は、 JSL環境で日本語学習を行っているこ
とになる O
3.3開講留学生用科目について
留学生が日本語学習する機会の lつに、留学生のため
に開講されている日本語科目を履修することがある O 現
在、学部生のため 3科目、大学院生のために l科目が開
講されている O それらすべて、単位を取得できる科目で
ある O
学部留学生のためには、前期間講の「日本語コミュニ
ケーションnJ、後期開講の「日本語リーデイングj、そ
して後期の集中講義として「総合日本語演習」の3科目
がある o I日本語コミュニケーション uJでは、日本語
の話し言葉と書き言葉の丈体の違いを学び、場面、話題、
聞き手/読み手にふさわしい日本語コミュニケーション
能力を獲得することが目標とされている o I日本語リー
デイング」では、さまざまなジャンルの日本語で書かれ
たテキストをそれにふさわしい読み方で読めるようにな
ることが目標とされている o I総合日本語演習」では、
大学での専門の授業および研究に必要な①講義理解能力
②読解能力③発表能力④コミュニケーシヨン能力などの
言語運用能力を高めることが目標とされている O 特徴的
なのは、「総合日本語演習」である O この科目は、対面
学習とコンピュータを利用して学習する非対面学習を組
み合わせた、いわゆるブレンデイッド・タイプのひ
Learningの形態の科目で、 2009年に開講された。自学自
習できる教材はすべて筆者により独自に開発されている O
大学院生用の開講科目は、「日本語と日本の丈化J1 
科目であり、大学院での研究に必要な基本的日本語の習
得と日本文化の理解が目標とされている O 当初国費の教
員研修留学生及び大学院研究生と大学院生を受講対象と
していたが、教員研修留学生の日本語能力レベルが他の
受講生よりも低いことが多く、現在教員研修留学生で当
該科目を履修するものはいない状況である O
留学生は、学部、大学院で開講されている様々な科目
を必要と興味に応じて受講している O 日本の高等教育機
聞で普通のことであるが、特別な科目を除き、講義は日
本語で、行われており、大量の目標言語のインプットがな
されていることになる。また、一般の演習の授業、ゼミ
の授業においても目標言語によるインターアクションが
存在していることになる。
4. 日本語・日本文化研修留学生と特別聴講学生
の学びについて
本学で、「日本語・日本文化研修留学生jのためのプ
ログラムが作成され、大学推薦の「日本語・日本文化研
修留学生(以後、日研生とする)Jを初めて迎えたのが
2005年の10月のことであった。その学生がプログラムを
修了するためには所定の単位を取得することに加え、自
らが留学期間中に行った研究課題についての口頭発表と
レポートの提出が含まれている O 当該学生が無事に2006
年9月に修了した後、そのレポートという成果を冊子に
まとめることが決まったO 同時にそれ以前から留学生と
して在籍していた特別聴講学生に対しでも、従前の口頭
発表に加え、レポートの提出を求め日研生と同じ冊子に
まとめることが決まった。現在までに計4冊にまとめら
れている。
そこに載せられている、日研生の研究レポートの題目
及び、特別聴講学生の修了レポートの題目を分類分析す
ることによって、これらの留学生の留学期間における学
びについて明らかにする。
これまで(本稿執筆時以前)に本学に在籍し、修了し
た日研生は中国人4名、インドネシア人、ベトナム人各
l名の計6名である。また、本学は、 1990年12月から
2011年12月の聞に全世界の4カ固と l地域の計13高等教
育機関と交流協定を締結している。それらは、アメリカ
合衆国2校、大韓民国4校、中華人民共和国4校、台湾
2校等あり、現時点 (2012年8月)までに「覚え書き」
を締結した大学も複数存在する。今回分析対象とするデー
タは、上述の冊子に掲載されている、 2005年10月から
2011年9月の聞に在籍した日研生6名の研究レポート題
目及び、 2006年3月から2012年3月まで在籍した特別聴
講学生計94名のうち、レポートを提出した92名分のレポー
ト題目計98である。
98の題目を研究分野別に分類した結果が表2である。
第l位は、「谷崎潤一郎『春琴抄Jにおける「佐助犯人
説」 佐助像をめぐって」、「八代集における「竹」の和
歌についての研究j等日本文学に関係する題目で20であ
る。第2位は「現代日本語における「ラ抜きj言葉に関
する研究」等日本語に関するもので、 15である。第3位
は、特定の研究分野に属するものではなく、「忘れがた
いl年j等留学自体からの学びに関するもので、 12であ
るO 第4位は、 2つあり、「日本語教育におけるオノマ
トペについて」、「話す力を伸ばす英語教育」等言語教育
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に関わるもの及び「日本の少子化問題」等社会に関する
もので、それぞれ10である O 第6位は、「日本の祭りJ、
「禅に伴う懐石の発展j等日本文化に関するもので、 7
である O 以下は表2の通りである O
表2研究レポート及び
修了レポート題目の分類
分野 本数
文学 20 
百日f干 15 
留学体験 12 
口語教育 10 
主|会 10 
文化 7 
経}斉 υ 「
十|会科教育 4 
体育 4 
芸術 3 
心理学 3 
教育 2 
家厄 l 
情報 l 
特別支援教育 l 
計98
5.短期留学生を経て大学院に進学した留学生
留学を機会に、日本での大学院進学を希望するにいた
る留学生が存在し、その希望を実現させるものが存在す
るO 表 3は、 2005年から2012年の聞に修士課程に入学し
た留学生のうち、過去に短期留学生(日研生・特別聴講
学生)として本学に在籍したものに関してまとめたもの
である O 当該期間の留学生について言えば、 18名が帰国
のl年後に大学院生となっている o 3名は 9月に帰国し
ているため、 I年半年後の入学である O また、 l名は母
国の大学を卒業し、就職してから進学している O もう I
名は事情により研究生生活が長引いたため 2年後の入学
となっている O 進学先の専攻分野は、言語が11、社会が
5、芸術(音楽)が2、学校心理が2、理科がl、体育
がし情報がlである O
短期留学生は母国において大学に在学中である O 留学
を終え帰国し大学を卒業してから大学院研究留学生とし
て本学に戻り、大学院入試を受けて大学院生になること
を選ぶものがいる O 留学生の母国の卒業時期は日本のも
のと異なるため、一定期間の研究生生活を経る必要があ
るO さらに言えば、入試に合格するためには専門分野の
勉強をする必要もあるのである O 過去に短期留学生とし
て在籍した実績があっても、他の日本人受験生と同じ条
件で受験をし、合格することが課せられているのである O
10年間に23名の留学生が再度本学で学びを始めることが
できた。
表3大学院に進学した、元短期留学生
修士課程 性別 所属 出身大学等 過去の 人数入学年月 千t'籍期間
2004.4 。
2005.4 女 円五音(英語)A理てq.院 2003.10-2004.9 
2006.4 t正 日語(英語)B師範大学 2004.4-2005.3 
f; 口語(国語)C師範大学 2004.4-2005.3 2 
2007.4 女 言語([玉|話)C師範大学 2005.4-2006.3 
女 芸術(青楽)A理子じ学院 2005.4-2006.3 2 
2008.4 f; 学校{、1甲 B師範大学 2006.4-2007.3 
女 言語([玉18青)C師範大学 2006.4-2007.3 
男 理科 B師範大学 1999.9-2000.10 3 
2009.4 f; 学校{、1甲 B師範大学 2006.4-2007.3 
女 言語(国語) 日倒牛 2006.10-2007.9 c師範大学
女 言語([玉18青)C師範大学 2007.4-2008.3 
女 円五音(英語)B師範大学 2007.4-2008.3 
男 社会 B師範大学 2006.4-2007.3 
男 とu目 A理工学院 2007.4-2008.3 
ソj 健康 B師範大学 2007.4-2008.3 / 
2010.4 f; 口語(国語)C師範大学 2008.3-2009.2 
f; 社会 AJI甲工学院 2008.4-2009.3 
女 相会 B師範大学 2008.4-2009.3 3 
2011.4 女 社会 c師範大学 2009.4-2010.3 
f; 口語(国語)D師範大学 2009.4-2010.3 
女 相会 A理工学院 2008.10-2009.9 3 
2012.4 男 口語(国語) H研生 2009.10-2010.9 C師範大学
女 芸術(青楽)A理二七学院 2010.42011.3. 2 
(総計) 23 
*口研生とは、国費の日本語日本文化研修宵学生のことである。
6.考察
我が国への留学生数は、 1992年 5月 1日現在では
30，982人であったのが、 2011年 5月 1日現在では138，075
人であり、十万人以上の増加を見ている。それに連動し
て本学への留学生も表 lのように増加してきていること
が分かる O 交流協定を行った外国の高等教育機関数の増
加により特別聴講学生数が増えたこと、大学院修士課程
の院生、研究生が増えたこと、博士課程が1996年に設置
されたことが要因である。しかしながら、本学の正規学
部留学生数は増加しておらず、むしろ減少の傾向が見ら
とも言えよう。学校教育学部で学び、初等教員の教員免
許証を取得しでも外国籍の場合教諭として採用されるこ
とがないことが大きな原因であろう。このような状況の
もと日本語教育担当の常勤教員数は変わらず l人のまま
である O それを補うものとして、複数の学外講師に依頼
し、前期後期に補講日本語クラスを 2クラスずつ開講し
ている。半年の予備日本語教育を受けて本学に進学した
教員研修留学生向けの初・中級クラスと上級者向けのク
ラスである。
本学で開講する留学生向けの日本語科目では、学部科
目の名称、の変更が行われ、内容も明確にされたこと、学
部生向けの「総合日本語演習jが開講されたこと、大学
院生向けの正規の科目が開講されたことを変化として挙
げることができる O 大学院生・大学院研究生が学部生と
兵庫教育大学で学ぶ留学生の日本話学資と学省環境について 5 
同じ教室で学ぶということは避けることができるように
なった。留学生科目だからといって、在籍するすべての
学生がそれらの科目を履修するわけではなく、 2006年か
ら2012年の聞の履修状況は表4の通りである O ただし、
「日本語と日本の丈化jでは、受講してはいても研究生
の場合単位が取得出来ず、統計には現れていない。
表4留学生科目履修学生数
開講年度 円木語コミユー 円木語 総合円本語 円木語とケーションE リー ディング 演習 日本の文化
2006 1 10 未開講 4 
2007 21 9 未開講 5 
2008 15 9 未開講 4 
2009 18 21 15 4 
2010 17 1 1 2 
2011 14 13 1 3 
2012 16 (後期科目) (後期科目) 2 
本学では短期留学生の留学期間中、留学生 I名に対し
てl名の指導教員が研究の指導を担当している O 彼(女)
は、自らの研究希望内容を書類で大学に提出し、それを
元に指導教員が決定される O したがって、母国での彼
(女)らの専攻分野に関連のある研究題目が提出され、
その分野に近い教員が指導教員となっている O 留学生の
希望をできるだけ優先することになっているため、 l名
の教員が複数の留学生の指導教員となることは普通のこ
とである O 上述の94名の特別聴講学生のうち、韓国の3
大学からの計26名は初等教育が専攻である O 中国の 4大
学からの計46名は、日本語専攻、英語専攻、観光学専攻
等である O 日本語専攻の留学生にあっては、渡目前にす
でに日本語能力試験l級を取得している場合も多く、目
標言語自体の研究のみならず、留学したことが有利に働
く、丈学、社会、丈化に関する題目で研究を進めている
と言えよう O 留学生の中には、日本留学中に在籍大学で
課される「卒業論文jを作成しておきたいと考える学生
もおり、母国の指導教員の指導を仰ぎながら本学の指導
教員からの指導を受けて自らの研究を進めるものが存在
する O 無論、母国での専攻と関連性のある題目で研究を
進めるのは自然なことと言えるが、留学自体から学習者
としての学びを自覚したレポートも12本存在している O
実際、留学を機会に日本での大学院進学を希望するにい
たる留学生が存在する O 希望を実現して、上述のように
23名が大学院生として再来学している o 2名が元日研生
で、 21名が元特別聴講学生である O 短期留学生では、帰
国前本学在籍中に「国費研究留学生」を希望し学内の推
薦を受けるための面接試験を受けるものが毎年複数存在
する O 奨学金を得ることができれば、国費研究生として
本学に戻り、大学院進学を目指そうとするのである O 大
学推薦を受けられるものは、 1~ 2名に限られ、候補に
なることができず再来学を諦める学生が存在する O 国費
研究生に採用されたものはもちろん、私費でも学び続け
ることを決心したのが23という数字の意味である O
第二言語環境で留学生らは学んで、いる O 日本語、日本
語話者と接する機会は大学内の日本語の授業、それ以外
の専門の授業、ゼミに限らず、学外での地域の人々との
接触が挙げられる O また、アルバイトをする留学生にあっ
ては、職場という学びの場が提供されていることになる O
ただし、地理的環境からすると、地域で話されている日
本語は関西方言であると言える。関西方言といっても、
兵庫県加東市とその近郊で話される言葉は播磨方言とし
て知られている。地域に生まれ育った人々と留学生が交
流を持つ際には、学習したことのない日本語を聞くこと
になるのである O 実際、留学生がコンビニで、アルバイト
として働いた折に、客の言葉が分からなくて困ったと筆
者は留学生から直接聞いたことがある O また、教員が授
業で用いる日本語、談話構造は一様で、はなく実際の生活
の場面でのインプット、アウトプット、インターアクショ
ンを通じて留学生は日本語を意識的無意識的に学んで、い
ると言えよう O
おわりに
本学在籍の留学生は JSL環境に生活し、意識的無意
識的に日本語を学んでいることになる O 大学内での留学
生対象の日本語の授業と日本語補講での意識的な日本語
学習、及び専門の授業での学習活動における大量の日本
語のインプットと必要に応じてのアウトプット、さらに
授業内外での日本語母語話者および非母語話者との目標
言語でのインターアクションを通じて、日本語学習を進
めているのである。そこで用いられている日本語は、
JFL環境で日本語教員によって教えられた均一的、標準
的な日本語ではなく、地域方言を含め種々の日本語のバ
リエーションである。
短期留学生として在籍した留学生が留学を機会にさら
に大学院での学びを決心し、短期滞在したおりの研究課
題を院生として深め、学位を取得できていることは評価
できると言える O このことは留学生教育に1991年以来直
接関わってきている筆者にとっても大きな喜びである。
今後の課題は、留学生と地域の人々とのインターアクショ
ンの機会の状況を明らかにし、どのような学びが行われ
るのかという質に関する研究を行うことであると考える O
また、「総合日本語演習jのような科目を留学できずに
JFL環境でまなんでいる姉妹校の日本語学習者に提供す
ることは本学の課題となると考える O
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